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1. はじめに 
 「情報技術を活用した高等教育に関する国際会議」が 7/4～7/6の日程でＫＫＲホテル熊本（熊
本）で開催され、本校から私が参加しました。本会議は非常に盛況であり、26ケ国からの参加
があり、300 人超の参加者のうち海外からの参加者は、約半数でした。発表はすべて口頭発表
であり、招待講演 6件、一般発表 140件でした。 
 6件の招待講演の内、仮想大学（Implementing a University Virtual Learning, Building the 
Virtual University: A Blueprint for Success）と情報技術による知識拡散（Adoption and 
Diffusion in Education and Training, Economic Development, Curriculum Change and 
Knowledge）について各 2件の発表がありました。残りの 2件は、アメリカの工学教育（US Quality 
Assurance in Engineering Education: The Change Paradigm）と日本の高等教育に関する現状
（Current Status of Higher Education in Japan）についての講演が行われました。 
 一般発表では、3 つの部屋に分かれ、セッション別に発表が行われました。主なセッション
としては、遠隔学習（Distance Learning）、仮想大学（Virtual University）、ネットワーク
を基礎とした学習（Network Based Learning）、高等教育に関する新しい計画（New Strategies 
for Higher Education）、工学教育における新しい技術の使用（Use of New Technology in EE）、
電気と情報工学教育（Electrical and Information EE）、第 2 外国語（Second Language）が
ありました。これらのセッションにおいて、主に遠隔学習、仮想大学、高等教育に関する新し
い計画のセッションに参加致しました。 
 以下にいくつかの発表の概要について述べる。 
 
2. 発表の概要 
2-1、アメリカの工学教育について 
 アメリカ技術者教育認定機構（ABET）の Executive Directorである George Peterson博士の
講演「US Quality Assurance in Engineering Education: The Change Paradigm」では、アメ
リカの工学教育の現状について為されました。 
 アメリカにおいて、19 世紀末または 20 世紀初頭までは高等教育は実践的技術の養成の場と
して成果を上げてきた。しかし 1920年以降になると、基礎教育科目、特に数学や物理に重点が
置かれるようになった。また、高等教育機関も教育よりも研究成果を求められるようになり、
実践的な技術について知識がない教官やそのような技術に興味のない教官が存在するようにな
った。 
 このような現実の中、産業界に求められる人材と高等教育機関で養成される人材との間に大
きなギャップが存在することになった。このために、基礎科目の知識の上に、実践的な技術を
持つ人材の養成が望まれるようになった。 
 しかし、教育現場に対する産業界からの指摘に関しては、教育界から強い反発が出た。それ
は、ABETの規定に問題があり、教育現場だけでは改善が難しいとの意見に集約される。20世紀
後半の ABET の規定では、基礎学力は十分にあるが、実践的技術力、コミュニケーション能力、
コストに対する考え方等の現場で必要とされる知識の教育が欠落していた。 
 そこで、ABETは、NSF:National Science Foundationと産業界の 3者で協力して、ABETの規
定の見直しをするためのワークショップを開催した。ワークショップの内容は、基準、認定方
法、参加の呼びかけの 3 本柱によって行われてた。その成果として、”ENGINEERING CRITERIA 
2000”、”VISION FOR CHANGE”としてまとめた。現在では、理論を基礎として実践力養成の
場として高等教育機関が機能できるような ABETの規定になっている。 
 ここで最も重要になるのが ABETの規定を満足できる教員の要請である。そのために ABETは
ワークショップを開催し、教員の養成にも努めようとしている。このような変化により、現在
では高等教育機関は理論が重視された人材育成から理論を基礎として実践力を持つ人材育成の
場へと変化した。 
 Virtual University や Distance Learning に代表される遠隔教育に関しても ABET の規定を
適用できるように、従来の遠隔教育でどのような成果を得られたのかを良く考えて行う必要が
ある。 
 
2-2、仮想大学（Virtual University）について 
 Tele-universite du Quebecの Gilbert Paquette博士が行った講演「Implementing a Virtual 
Learning Center in an Organization」」では、カナダの Tele大学での事例について紹介が行
われた。 
 Tele 大学では、現在、40 コースを web 上で行っている。1972 年に設立された遠隔教育を行
う大学であり、当初は紙のテキスト、マニュアル、ビデオテープ等を使用した遠隔教育を行っ
ていたが、現在では多くの媒体を web 上に置き換えている。例えば、テキストはＨＴＭＬに、
マニュアルは PDFファイルに、ビデオテープはストリーミングに置き換わっている。 
 近年の遠隔教育のモデルにはいくつかの重要な概念がある。爆発的な情報量の増加に伴う情
報収集技術のトレーニングの必要性、知識の管理、トップダウン方式（指導者が一方的に情報
の伝達を行う方法）からボトムアップ方式（学習者が、指導者、情報、うわさから知識を得る
方法）への教育モデルの変更が現在最も重要だと考えられる概念である。 
 分散学習モデル（Distributed Learning Model）には、教室の中に学習者が並んでいる前で
教師が説明する従来型の High-tech classroom、実験室などに見られる分散型の Distributed 
classroom、いろんなメディア（web contents、PDF 等）を利用した自習型の Hypermedia 
self-training classroom、フォーラム、電子メール、FTP、音声またはテレビ会議を利用した
多くの交流を行う offline-teaching、フォーラムや電子メールを利用するグループでの課題の
取り組みでのコミュニケーション能力を重視する Community of Practice、データバンクの使
用、オンライン・ヘルプ、助言者、その場での学習、個々の学習およびグループ学習等に有効
な Performance Support Systemがある。特に現在での高等教育において重要であると考えられ
るコミュニケーション能力を向上させるためには後者 3つの学習モデルが有効である。 
 従来の通信教育から、Web、PDF、Video Stream、Computer telemetrix に移行しているが、
web を使った技巧を凝らしたものだけでは、遠隔教育には不十分である。もっとソフトウェア
工学の助けが必要となる。特に、教育デザイン、認知工学、情報システム工学の３つの分野の
重なる領域が教育工学上重要な領域となる。 
 記憶、理解、活用という従来型の学習方式は遠隔教育においては、不十分である。プロセス
型の学習プロセスが必要となる。つまり、得た情報の分析、結合、構築である。このようなプ
ロセス型学習を行うためには、データ収集能力ではなく、必要な情報を見つけだし再構築でき
る能力が重要になる。 
 
 University of Illinois の Burks Oakley 博士が行った講演「Building the Virtual 
University: A Blueprint for Success」では、イリノイ大学のオンライン教育について紹介し
た。 
 現在のインタネットの爆発的な成長がどのように教育に利用できるのかを考えた場合に、通
信教育への利用が有効であり、学習への新しい方法を提供することができる。つまり、いつで
も、どの場所でも学習することが出来ること、オンラインだけで出来るコースを通じての通信
教育、オンライン・コースと全ての学位を世界中のどこでも人々が利用できることの３つの新
しい方法である。現実にオンラインコースだけで様々なコースにおいて学位を得ることが可能
である。 
 これらの遠隔教育を行うために必要な技術は、インターネット・アクセスが可能なパソコン、
ウェブ・ブラウザ（Netscape, Internet Explorer）、電子会議室やチャットなどの非同期／
同期での議論を行うことの出来るソフトウェア、様々なメディア（ストリーミング・オーディ
オ、ビデオ、Java）、コース管理システム（例えば BlackBoard, WebCT）などです。 
 学習の過程での様々な機会を学ぶための方法には、インタラクティブ・なコース教材、シミ
ュレーション、マルチメディア、アニメーションなどの視覚的な学習、適切な宿題とクイズな
どが必要になります。次に、人間との接触としては、より詳しい専門家（教官）とのコミュニ
ケーションと他の学生とのコミュニケーション（学生-学生とグループ相互作用を可能にするこ
と）を行えるような環境とシステムが必要です。 
 1997年に、我々はイリノイ大学オンラインを実行した。イリノイ大学のオンラインコースで
は、多くのコースで修士号を取得することが出来る。例えば、電気工学、機械工学、コンピュ
ーター科学、図書館情報科学、教育学、健康科学などである。 
 図書館情報科学のコースでは最初の年は 31人の学生が、アラスカやアラバマなどの遠い地域
から参加した。現在では約 150 人の学生が参加し、98%以上の学生がプログラムを続けている。
２０００年の秋でイリノイ大学の仮想キャンパスには、1534 のコースがあり、13584 人の学生
が登録している。これは、２０００年の夏の段階の学生数の 37%増である。 
 より質の高いオンライン教育を実施するためには、良く準備された教授陣と学生、教授陣と
学生へのサポート、キャンパス資源へのオンラインからのアクセスが重要である。 
 オンライン教育は、オンライン学習は従来の学習（等価学習結果）と同じくらい効果的であ
りえること、学生と教授陣は以前には出来なかったオンラインの教育的な経験に満足している
こと、オンライン学習を加えることの費用が従来の学習の費用と同等であることによって十分
な質を与えている。 
 
 Universite de Rennesの Oliver Bonnaud博士が行った発表「Microelectronics Technology 
Course for a Virtual Campus」では、フランスの Rennes 大学での電子工学コースでのオンラ
イン教育について紹介した。 
 電子工学の授業では、他の多くの工学教育と同様に多くのグラフ、図、技術的な説明を必要と
する。そこで、彼らはコンピュータやマルチメディアを用いた教材を用いることによってより
効果的に学習することが出来ると考えた。web上で利用できる javaアプレットや Flashなどで
構成されているツールを用いることによって様々実験をシミュレートすることができる。例え
ば、電子回路の設計をアニメーション上のシンボルによって行い、その特性を確認すること、
シリコン基板の熱酸化実験での実験条件の違いによる膜厚の変化、物理特性の違いによる特性
の変化などをアニメーションで表示させることなどである。 
 このようなツールはすべてフランス語で記述されている。現在、英語に移植作業を行ってい
るところである。 
 
2-3、その他 
 その他に遠隔教育のセッションにおいて、リモート実験室や仮想実験室の発表がなされてい
ました。リモート実験室では、離れた実験室に置いてある計測用のコンピューターの制御、CCD
カメラによる実験室のオンライン中継、データの転送を可能にするシステムです。仮想実験室
では、高周波デバイス実験のシミュレーターを用いて、実験学習を行う物である。 
 ISBNを用いた遠隔授業については、講義している教官が学生の理解度を確認することが出来
ないため、講義が単調になってしまい、学生のレスポンスが悪くなる点が問題とされている。
そこで、学生側にレスポンス・アナライザーとなるプログラムを介して、授業に関する反応を
確認することにより、学生の理解度に対してかなりの改善が行われた。 
 プログラミング教育に関しては、黒板の前で行う場合と PCルームで行う場合の２種類がある
が、どちらにも一長一短がある。そこでその２つの利点を合わせた物が電子黒板である。市販
の物が数社から販売されているが、専用のソフトウェアで制御することにより、ボードに書い
た文字をコンピューター上で文字として認識され、プログラムの実行、デバックを行うことが
出来る。また、黒板と同じように線を引いたり、文字を書き込んだりすることも可能である。
これによって黒板の利点を活かすことが出来る。 
3. 感想 
 今回、このような国際会議に参加をすることによって、情報技術を活用した工学教育に対し
て新たな知識を得ることが出来ました。このような経験を活かし、今後の高専教育に対して活
用していきたいと考えます。特に、web 上での利用できる教材では、いつでも、どこでも、何
度でも繰り返して学習することが出来る利点があります。加えて、アニメーションやビデオな
どのインタラクティブな教材を加えることにより、さらに良い教育環境を作り上げることが可
能であると期待を持つことが出来ました。 
 最後に、このような会議に出席する機会を与えてくださいました関係者の方々に感謝致しま
す。 
 
